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▼ALT TECHNICAL News No.103 January 2012 「高解像度リモートセンシング」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□   ALT TECHNICAL News No.103 January 2012      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
 新年あけましておめでとうございます。 
今年もエーエルティーメールマガジンを宜しくお願い致します。 
 
2012年を迎えましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか？ 
新年早々震度 4の地震がありましたが、昨年日本で震度 5以上の地震が 68回も 
あったそうです。昨年は地震が多い年だったと感じていましたが、数字で見 
るとその多さに驚かされました。経済的にもユーロ危機に、円高など先の見 
えない不安の種が多く目に留まります。暗くなる話ばかりですが、今年 1年 
皆様と共に良い年になるよう、精進して行きたいと思います。             
                                                             （松田） 
     
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
                                                           
   ●INDEX● 
 
１．高解像度リモートセンシング 
２．お知らせ 
１）ﾌｧｰｽﾄｾﾝｻｰ社製β線γ線感知ﾌｫﾄﾀﾞｲｵｰﾄﾞ販売開始 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.高解像度リモートセンシング 
 
リモートセンシングとは航空機や人工衛星などから地表を遠隔測定する技術 
のことを表します。大きく分類すると自ら発する赤外線や太陽光からの反射 
を検出観測する受動型と、LIDAR（Light Detection and Ranging）のように 
レーザ光を照射し反射してきた光を観測する能動型があります。 
後者についてはレーザをパルス発光させ反射光が戻ってくるまでの時間を測 
定し距離を求める TOF（Time of Flight）方式で高解像度立体計測が可能です。 
用途としては森林バイオマス量把握のための樹高測定や地球温暖化監視に有 
効な氷床高度測定など航空機に搭載し広範囲の計測が行われています。また 
現在は全球規模で高精度立体情報が取得可能になる衛星搭載型についても研 
究が進められているようです。 
当社では近距離用 LRFの他、スキャンニングを含めた上記リモートセンシング 
用計測装置の開発もお手伝いさせていただいております。ご興味がおありの 
方はぜひご連絡ください。 
                                             （河村） 
 
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/joho/Omasa/443.pdf 
 
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/joho/Omasa/364.pdf 
 
http://www.envinfo.uee.kyoto-u.ac.jp/research.html 
 
 
２．お知らせ 
 
１）ﾌｧｰｽﾄｾﾝｻｰ社製β線γ線感知ﾌｫﾄﾀﾞｲｵｰﾄﾞ販売開始 
ﾌｧｰｽﾄｾﾝｻｰ社製のβ線γ線を検知可能なﾌｫﾄﾀﾞｲｵｰﾄﾞの販売を開始致しました。 
興味ある方は御連絡下さい。  
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
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【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.104 February 2012 「レーザ照射パターン」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□   ALT TECHNICAL News No.104 February 2012      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
 2月に入り 1月末から続く冬将軍が猛威を奮っていますが、皆様いかがお過 
ごしでしょうか？ 
例年この時期はインフルエンザが流行していますが、やはり今年も流行して 
いるようです。私の回りでも「インフルエンザに罹った」という話を聞きま 
すが、同時に「インフルエンザの症状なのに診察の結果が陰性だった」 
という話を聞きます。これは、病院で診察を受けるタイミングにもよります 
が、流行しているインフルエンザと違う型のインフルエンザに掛っていると 
いうこともあります。予防接種と同様に型が合わないと効果が無いようです。 
病院によっては、「この種類のウィルスなら判断できるが、これ以外だと今 
ある検査キットでは判断できません」といった説明をしてくれる場合もあり 
ます。しかし、病院に掛からずに済むのが一番！皆様も風邪を引かないよう 
注意してください。       
                                                             （松田） 
     
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
                                                            
   ●INDEX● 
 
１．レーザ照射パターン 
２．お知らせ 
１）創業 20周年記念キャンペーン第 1弾！！ 
    レーザ光源 1本プレゼント！！ 
２）訃報  
３)レーザーEXPO出展予定 
  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.レーザ照射パターン 
 
マイクロソフト社のＸｂｏｘに、モーションキャプチャができるＫｉｎｅｃｔ 
センサが発売されて、しばらく経ちますが、調べてみました。 
ネットで調べると、センサのドライバ仕様を解析されて、さまざまな応用をし 
ているみたいです。興味が引かれたのは、ラジコンヘリコプタにＫｉｎｅｃｔ 
を取り付けて、障害物を避けながら飛行するものまで、ＹｏｕＴｕｂｅにあり 
ました。モーションキャプチャといわれて思い浮かべるのは、ＳＦ映画で撮影 
風景が付属しているものがありますが、反射ボールが沢山取り付いた全身タイ 
ツで、沢山のカメラで撮影する方法が連想されます。ところが、このＫｉｎｅ 
ｃｔでは、全身タイツも要らない、沢山のカメラも要らない、大きな撮影スタ 
ジオも要らないと、今までの常識を覆す商品だと思います。中でも、沢山のカ 
メラと全身タイツが要らない理由は、３Ｄ計測だと思います。詳しくは、公表 
されていないのですが、ランダムパターンを照射して、パターンマッチングで、 
３Ｄ計測を行なっているようです。ＡＬＴ製品でも、最近ＤＯＥ（diffractive 
 optical element）素子を利用して、さまざまなパターンを照射できるレーザ 
ユニットの取扱を始めました。このＤＯＥ素子で、測定精度はまだ分かりませ 
んが、簡単な３Ｄ計測ができれば、すばらしいですね。搬送ロボットの障害物 
検知などに使えそうです。 
 
                                                               井上 
 
京都大学 ３Ｄセンシング技術 
http://www.cc.kyoto-su.ac.jp/~kano/pdf/course/GraphicsII4.pdf 
ＡＬＴ 固定パターン照射レーザ光源ユニット 
http://www.alt.co.jp/html/sub2_4_2n.htm#alt7210 
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プライムセンスのＨＰ 
http://www.primesense.com/#2 
 
２．お知らせ 
 
１）創業 20周年記念キャンペーン第 1弾！！ 
    レーザ光源 1本プレゼント！！ 
 
日頃よりご愛顧頂き誠にありがとうございます。 
おかげさまで創業 20周年を迎えました。 
そこで、感謝の気持ちを籠めレーザコリメーションユニット ALT-3200を 1本 
プレゼントいたします。 
 
期間：2012年 3月末納品分まで 
対象：レーザ光源 10万円以上ご購入のお客様 
 
２）訃報  
 
当社創業より電気設計で深くご協力いただきました島根定一様が突発性心筋 
梗塞で４日他界されました。当社の他にも高周波設計で日本の宇宙開発にも 
ご尽力されました。ご冥福をお祈りいたします。 
 
 
3)レーザーEXPO出展予定 
  
4月 25日～27日パシフィコ横浜で行われるレーザーEXPOに出展予定です。 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.105 March 2012 「３Ｄ表示方式」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□   ALT TECHNICAL News No.105 March 2012      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
電気自動車こと EV車ですが、ここ最近街中でよく見かけるようになった気が 
します。日産のリーフのタクシーや、三菱の i-MiEV やミニキャブミーブの社 
用車などです。通勤時間には、EV スポーツカーのテスラロードスターを見か 
けます。燃料を使わない EV車の燃費は最高です。 
そんな中、6300CCの新車をフェラーリが発表しました。この新車は「燃費を 
30％向上させた」と強調していたそうです。フェラーリ等の高級スポーツカ 
ーは、「燃料のエネルギーを動力性能に変換する」という点に措いてとても 
効率良くできています。それでも燃費の向上を強調するのはなぜでしょうか？ 
ちょっと気になってしまいました。 
                                                              （松田） 
     
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
                                                           
   ●INDEX● 
 
１．３Ｄ表示方式 
２．お知らせ 
１）レーザーEXPO出展予定 
２）フォトダイオード一般販売開始 
  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.３Ｄ表示方式 
 
 ３Ｄという名前を良く耳にすると思いますが、ここ数年で急成長している 
テレビやカメラやゲーム機等に普及しています。『３Ｄ』とは三次元(立体視) 
の事を言い、私たちは物を見るとき左右の眼の視線を無意識の内に対象物に 
合わせています。その時の両目の視線が交わる所を輻輳点（ふくそうてん） 
と呼び、その視線の交差が作り出す角度を輻輳角(ふくそうかく)と呼びます。 
輻輳角は近くのものを見るときには大きくなり、左右の目玉は寄り目になり 
ます。逆に遠くのものを見る時は、目は開き輻輳角は小さくなります。私たち 
の脳は、目玉の動きと連動した輻輳角の大小を感知して、物体までの距離を把 
握する仕組みになっています。 
 脳は目の前に広がる風景に対して、常に視線を合わせる動作を連続して行っ 
ていて、この視線の交わりと距離情報の一致を積み重ねることで、目の前の風 
景を立体的に捉えています。 
 つまり、２枚の平面映像を見せて何らかの方法で視線を交差させれば脳が錯 
覚をおこし、視線の交わるところに映像が立体的に見えるのが３Ｄ映像の原理 
です。現在では３Ｄ表示方式も大きく３つに分類されています。 
● 時間分割 
フレームシーケンシャル方式(３Ｄ眼鏡) 
● スペース分割 
インテグラルイメージング方式(裸眼)、偏光方式、視差バリア方式 
● 波長分割 
アナグリフ方式(赤青眼鏡)、分光方式 
これまで、従来の３Ｄテレビのイメージは専用眼鏡が必要でしたが、今回は裸眼 
３Ｄテレビに用いられている方式について説明したいと思います。 
 インテグラルイメージング方式はガラスの上についた水滴のような形状の微細 
なレンズが無数に並べられたレンチキュラーシートの背後に、微細な液晶パネル 
を配置して実現しました。他の 3D表示方式と異なり、見る角度に応じて異なる映 
像を表示することができます。例えば、iPad をこの方式で 3D表示可能にできたと 
すると、一つの iPad を複数の人が見たときに、実際に各視点から見たかのような 
立体画像を表示することができます。また、他の方式は両眼視差(右目と左目の 



7 | ALT TECHNICAL News Back number 2012 

目次へ移動 

見た映像の違い)によって立体感を表現していますが、インテグラルイメージン 
グ方式は、運動視差(頭を左右に振ったときに見た映像の違い)による立体感も表 
現できます。メリットとしては眼鏡不要なことと、見る角度に応じた映像を表示 
する事ができることです。デメリットとしては高解像度化が難しく、きれいに立 
体的に見えるスイートスポットは限られる事と輝度/コントラストを高くする事 
が難しいので製造コストが高くなることです。 
将来に向けてどの分野にも浸透しているので、更に進化して行くと思います。 
                                                          
                                     (富樫) 
 
裸眼３Ｄ液晶テレビ・デジタル/ビデオカメラ(インテグラルイメージ方式)： 
http://aska-sg.net/shikumi/_shikumi-index.html 
http://www.blogcdn.com/www.engadget.com/media/2010/10/10x10049ub3w4rdfcgld.jpg 
 
３Ｄ眼鏡液晶テレビ(フレームシーケンシャル方式)： 
http://panasonic.jp/viera/3dworld/ 
 
 
３Ｄ立体視の原理： 
http://www.jawdrop.jp/column_31.html 
 
２．お知らせ 
 
１）レーザーEXPO出展予定 
 
4月 25日（水）～27日（金）パシフィコ横浜で行われるレーザーEXPOに出展します。 
OPTICS & PHOTONICS International 2012の展示会案内は 
http://www.optronics.co.jp/opi/ です。 
今年から招待状をお持ちの方・事前登録を済ませた方・学生の方以外は 
入場料 2000円となります。 
当社の招待状発送は３月下旬の予定です。ご希望の方はご連絡下さい。 
またインターネットでも登録可能ですので是非早めにご登録ください。 
来場事前登録は http://www.optronics.co.jp/opi/regist.php です。 
 
２）フォトダイオード一般販売開始 
 
メールマガジン 12月号にてご紹介しました、 
β線γ線感知フォトダイオードが一般販売されました。 
http://www.marutsu.co.jp/shohin_130603/ 
 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.106 April 2012 「タイム・インターバル・アナライザ」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□   ALT TECHNICAL News No.106 April 2012      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
 4月になり新年度を迎えた方も多いと思いますが、みなさんはいかがでしょ 
うか？四季の変化が判り易い日本では、新年度といえば「春」や「桜」を 
思い浮かべたりします。この「年度」日本では 4月～3月の 1年を表すのが一 
般的です。一方、アメリカなどは、学校が 9月～8月となり、国ごとに違って 
いるのも皆さんご存知だと思います。しかし、日本の中でも色々な「年度」 
があるようです。例えば「酒造年度」、これは酒造業界用の年度で、国税庁 
が規定した 7月開始の物を使っているようです。元々は日本酒の醸造を始め 
る秋を年初めと考え、10月開始だったようです。その他にも、「いも年度」 
や「肥料年度」などあるようです。いずれも共通するのが、開始月を物事に 
取り掛かる月としていることです。 
  この「新年度」を何か「物事の始まり」としたいですね。                                                                                   
（松田） 
     
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
                                                            
   ●INDEX● 
 
１．タイム・インターバル・アナライザ 
２．お知らせ 
１）レーザーEXPO出展予定 
２）フォトダイオード一般販売開始 
３）ＴＩＡユニット 
  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.タイム・インターバル・アナライザ 
 
 時間情報の変化を連続してとらえることができる測定器としてタイムイン 
ターバルアナライザ（time interval analyzer：TIA）があります。 
タイムインターバルアナライザは、多くのデータを高速にまとめてサンプリ 
ングでき、高時間分解能、長時間レンジでパルス信号などの時間差を計測で 
きるが特徴の一つです。計測分解能が１００ｐｓ以下を要求されるので周波 
数帯はかなり高くなり、従来はタイムエキスパンドと呼ばれる微細時間をア 
ナログ的に引伸ばす回路が使用されていました。最近は高速のデジタルＩＣ 
が出来てきたのでデジタルで、基準タイムベースを元に、入力信号の周期や 
2信号間の時間差を測定することが出来るようになりました。カウンタにメ 
モリを持った構造をしており、カウンタが持つ特徴とメモリサイズによって 
得意とする応用分野が変わってきます。メモリにサンプリングされたデータ 
を解析して、ジッタ計測、距離計測、電子回路や集積回路の遅延時間計測等 
が可能であり、通信分野やディスク分野等さまざまな分野で利用することが 
できます。また物質から出る分子の時間を計測することにより物質の分析も 
できノーベル賞をもらった島津製作所の田中さんも同じような原理を使用し 
ています。当社では、ビーム速度が 10,000m/sを越えるレーザスキャンユニッ 
トの応用用途の為に、、分解能 81ps、内部ジッタ 300ps の 16チャンネル（最大 
22ch）高速高性能 TIAユニットを開発しました。多チャンネルの特徴から光 ME 
MSスキナ速度分布、ポリゴン面内ジッタ、fθレンズ・LSUのリニアリティ計 
測にも使用できます。ご興味がおありの方はぜひご連絡ください。 
                    （藤田） 
 
横河電機のＴＩＡ 
http://www.yokogawa.co.jp/rd/pdf/tr/rd-tr-r04701-008.pdf 
 
２．お知らせ 
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１）レーザーEXPO出展予定 
 
4月 25日（水）～27日（金）パシフィコ横浜で行われるレーザーEXPOに出展します(ブース番号Ｅ９）。 
OPTICS & PHOTONICS International 2012の展示会案内は http://www.optronics.co.jp/opi/ です。 
今年から招待状をお持ちの方・事前登録を済ませた方・学生の方以外は入場料 2000円となります。 
招待状をご希望の方はご連絡下さい。 
またインターネットでも登録可能ですので是非早めにご登録ください。 
来場事前登録は http://www.optronics.co.jp/opi/regist.php です。 
 
２）フォトダイオード一般販売開始 
 
メールマガジン 12月号にてご紹介しました、β線γ線感知フォトダイオードが一般販売されました。 
http://www.marutsu.co.jp/shohin_130603/ 
 
３）ＴＩＡユニット 
 
ＴＩＡユニットＡＬＴ－９Ｃ１５は１６ｃｈ(最大２２ｃｈ）の時間差を８１ｐｓの分解能で連続に 
取込むことができます。最大１００万の取込データもＵＳＢインタフェースで短時間でＰＣに取込む 
ことが可能です。高速の走査ビームの走査速度分布や微細速度変動の計測に応用できます。 
デモ器も用意してありますので営業までお問い合わせ下さい。 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.107 May 2012 「回折光学素子」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□   ALT TECHNICAL News No.107 May 2012      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
 
5月に入りゴールデンウィークとなりましたが、皆様いかがお過ごしでしょ 
うか？今年は東京へ向かう旅行客が例年の２倍となっているそうです。 
スカイツリーに東京ゲートブリッジなどの、新観光名所が次々にオープンし 
たためだそうです。皆様も車でのお出かけをするかと思います。そんな時ド 
ライバーのアシストをする、オートクルーズ機能を搭載した車が各社から発 
売されております。最近の物は、発進から停止までのハンドル操作以外を、 
前車に追尾することで自動で行います。このメールマガジンの１号(2003年 7 
月)で取り上げた題材が「車の目」でした。２００３年時点では参考程度だっ 
た技術が、続々とリリースされています。お暇なときに、この「TECHNICAL 
News」のバックナンバーを読んで楽しんで頂ければと思います。 
                                                                                   
                                                       （松田） 
     
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
                                                           
   ●INDEX● 
 
１．回折光学素子 
２．お知らせ 
１）レーザー EXPO 2012のご来場御礼 
  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.回折光学素子 
 
回折光学素子(Diffractive Optical Element-以下 DOE-)は、光の回折現象を 
利用した光学素子です。機能としては、レンズ機能、光強度分布変換機能、 
波長フィルター機能、分岐/合波機能に大別でき、レンズやミラーによる 
屈折/反射では実現できない、複数の回折光を用いる分岐/合波素子として機 
能させることが出来るのが大きな特徴です。また DOEは凹凸素子であり、金 
型による複製が容易で安価に量産が可能であること、複数の光学機能を持た 
せることによる小型化など、DOE独自の新しい応用が期待されています。 
分岐/合波機能の例としまして、レーザー光を格子状に分散させたり、ドット 
のランダムパターン照射などがあります。マイクロソフト社の Xbox の Kinect 
はこのドットパターンを利用した３Ｄ計測をしているようです。 
弊社 HP"製品・サービス案内＞レーザーユニット＞ライン光源"内にサンプル 
がありますので是非ご覧下さい。 
http://www.alt.co.jp/html/sub2_4_2n.htm 
先日の展示会にも出させて頂きましたが、DOEでは幾何学的な模様だけではな 
く、イラストや文字なども作り出すことが出来ます。弊社では試作から量産 
まで対応させて頂きますので、何かありましたらご連絡下さい。 
 
                              （竹川）      
              
ＫＩＮＥＣＴ/３次元計測原理 
http://www.cc.kyoto-su.ac.jp/~kano/pdf/course/GraphicsII4.pdf 
 
ＫＩＮＥＣＴによる服の自動サイズ測定 
http://www.ht.sfc.keio.ac.jp/~usa/usa_wip_2011_ffp.pdf 
 
ＮＡＮＯＣＯＭＰのＨＰ 
http://www.nanocomp.fi/products_NAFgram.php 
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ルミネックスのＨＰ 
http://www.luminex.co.jp/products/products04/products04_10.html 
 
ＴＥＳＳＥＲＡのＨＰ 
http://www.qdj-optics.com/technology/tech1.php 
 
２．お知らせ 
 
１）レーザー EXPO 2012のご来場御礼 
レーザー EXPO 2012では、当社ブースに多くの来場を戴きあり 
がとうございました。ＭＥＭＳ検査機や計測用レーザ光源につ 
いてたくさんのご質問を戴きました。また DOEによるパターン 
照射についてもご関心戴き、今後とも積極的にご提案をさせてい 
ただきますのでご愛顧の程お願いいたします。 
 
展示会： レーザー EXPO 2012 
日時：  2012年 4月 25日(水)～4月 27日(金) 
場所：  パシフィコ横浜  
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.108 June 2012 「レンジゲート」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□   ALT TECHNICAL News No.108 June 2012      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
 
先月 21日に日本の広い範囲で金環日食や部分日食となりましたが、皆さんは 
見ることが出来ましたでしょうか？私は丁度太陽が隠れる時間に地下にいた 
ため、部分日食しか見れませんでした。当日は、日食メガネを片手に空を見 
上げている人が沢山いました。この「日食メガネ」ですが、今月は「金星日 
面経過」の観察に使えそうです。「金星日面経過」とは、太陽－金星－地球 
がほぼ 1直線状となり、金星が黒い点となって太陽の前を横切っていく現象 
を指します。この現象は 6月 6日に見ることができ、次回は 105年後となって 
しまいます。もし日中空を見上げる機会がありましたら、「日食メガネ」を 
使ってみてはいかがでしょうか？ 
                                                                                   
                                                       （松田） 
     
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
                                                           
   ●INDEX● 
 
１．レンジゲート 
２．お知らせ 
１）展示会への当社製品の出品 
２）ﾌｧｰｽﾄｾﾝｻｰ社製β線γ線感知ﾌｫﾄﾀﾞｲｵｰﾄﾞ新製品取扱開始 
  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.レンジゲート 
 
車で運転をしているときに急に霧が出てきて困った経験をお持ちの方は多い 
と思います。ヘッドライトは近くの霧を照らすだけでライトを強く、多くし 
ても遠くを見ることはできません。このような場合に遠くを見たい要求から 
出てきたのがレンジゲート法です。光は１ｎｓに約０．３ｍ進みますので、 
１０ｎｓのレーザパルスを点灯すると奥行き３ｍの光の帯を作ることができ 
ます。レーザの発光から１０００ｎｓ後には３００ｍに達し、ここでの反射 
光はさらに１０００ｎｓ経たあとに元に戻ってきます。従ってレーザの発光 
タイミングから２０００ｎｓ後に高感度カメラのシャッターを開けることに 
よって３００ｍ先の３ｍ奥行きの画像を取ることができます。この技術は当 
初は軍需用に開発されましたが最近では不審船や港湾の監視、防犯、海中で 
視界の悪い場合の観測などに使用され始めています。技術要素としては高出 
力レーザを短パルスで発光させなくてはいけないのと、高精度なシャッター 
制御と高感度カメラです。最近では車載用のナイトビジョンで夜間での画像 
も見えるようになりましたが、将来は霧の中でも希望の距離の前方が見える 
ようになるかもしれません。 
 
                             (高野） 
 
ＯＢＺＥＲＶ（レンジゲート専門のカナダの会社）のＨＰ 
１３Ｋｍ先の釣り船画像などサンプル画像もあります 
http://www.obzerv.com/ 
 
三菱重工の遠距離監視用 
http://www.mhi.co.jp/technology/review/pdf/425/425212.pdf 
 
港湾技術研究所の海中観察 
http://www.pari.go.jp/search-pdf/vol037-no02-07.pdf 
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２．お知らせ 
 
１）展示会への当社製品の出品 
第２３回 設計・製造ソリューション展において協力会社のご好意により、 
当社製品を出展させて頂きます。同展示会に出向かれた際は、是非とも当 
社製品を出展しておりますブースにお立ち寄りください。 
 
展示会： 第２３回 設計・製造ソリューション展 
日時：  2012年 6月 20日（水）～22日（金）午前 10:00～午後 6:00まで 
          22日（金）のみ午前 10:00～午後 5:00まで 
場所：  東京ビックサイト  
     株式会社マイクロ・テクニカ殿ブース(ブース 24-25) 
出品：  格子パターンレーザ光源 
 
２）ﾌｧｰｽﾄｾﾝｻｰ社製β線γ線感知ﾌｫﾄﾀﾞｲｵｰﾄﾞ新製品取扱開始 
昨年 1月号にて紹介しましたβ線γ線感知ﾌｫﾄﾀﾞｲｵｰﾄﾞ「X100-7」の感度向上タイプ 
「X100-7．2」の取扱を開始しました。現在「X100-7」「X100-7.2」「PS100-7」 
（「PS100-7」はシール無し・グラスシール・レジンシールの 3種）を扱っております。 
興味ある方はご連絡下さい。 
 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.109 July 2012 「純緑色半導体レーザ」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□   ALT TECHNICAL News No.109 July 2012      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
 
7月に入りました。皆様いかがお過ごしでしょうか？梅雨の時期に入り、ジ 
トっとした暑さが不快ですね。そんな中、とても乾燥した砂漠のイメージが 
強いエジプトで新しい試みがあるようです。それは、「ミューオトモグラフ 
ィー」と呼ばれるものです。この技術を使ってピラミッドの内部構造を外か 
ら探ろうというのです。「ミューオトモグラフィー」とは、「ミュー粒子」 
と呼ばれる物質の密度によって透過率が変わる粒子を使い、物体の内部を探 
る技術です。これは地震研究に利用され、活断層の立体画像化などに使われ 
てきましたが、今回ピラミッドの建造方法を解き明かすために利用されるよ 
うです。世界の不思議を最新科学で解析していくのはとてもワクワクしてし 
まいます。是非新しい発見をしてもらいたいですね。 
                                                                                   
                                                       （松田） 
     
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
                                                           
   ●INDEX● 
 
１．純緑色半導体レーザ 
２．お知らせ 
１）展示会への当社製品の出品 
  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.純緑色半導体レーザ 
 
 先月６月２１日に住友電工とソニーが、世界で初めて発信波長 530ｎｍ帯で 
光出力 100ｍＷ以上、従来の窒化ガリウム系緑色レーザ比約２倍の純緑色半導 
体レーザの開発に成功したとの発表がありました。２００９年にも住友電工 
から純緑色半導体レーザの開発に成功したとの発表がありましたが、この時 
点では波長 531ｎｍのパルス発振でしたが、今回は連続発振でその性能が得ら 
れたようです。 実用化の時期は未定とのことですが、予想需要は、２０１ 
４年度約１０００万台、２０１５年度２０００万台を見込んでおり早期の実 
用化製品の量産が期待できそうです。 今後は携帯機器用の小型プロジェク 
ターモジュール、ビデオカメラ等への普及も期待できそうです。 これまで 
赤色レーザと青色レーザにおいては、ＣＤ，ＤＶＤ、ＢＤ等に使用され量産 
化されてきていますが、緑色レーザにおいては未だに開発が遅れており、そ 
の代用としては、以前にもご紹介しました１０６４ｎｍの赤外半導体レーザ 
で波長変換素子を使って５３２ｎｍの光に変換して（ＳＨＧレーザ）使用す 
る方式がとられていますが、小型・軽量・低消費電力が要求される小型プロ 
ジェクターモジュールには、今後は光の三原色ともにダイレクトレーザダイ 
オードが使用されて行くようになるのではないでしょうか。 実際に、マイ 
クロビジョンで商品化されている、光ＭＥＭＳ方式で三原色レーザ光源を使 
用しているピコプロジェクターPicoPでは、緑色レーザはＳＨＧレーザを使用 
していましたが、今年 1月には、ダイレクトグリーンレーザダイオード（波長 
５１６ｎｍ）を使用した新しい PicoP Gen2 HD レーザディスプレイエンジンを 
発表しています。 
          
                          【住廣】 
 
純緑色半導体レーザ 
http://www.nikkan.co.jp/newrls/rls20120621a-01.html 
マイクロビジョン PicoP Gen2 
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http://mms.businesswire.com/bwapps/mediaserver/ViewMedia?mgid=306458&vid=1 
マイクロビジョン PicoP 
http://www.microvision.com/technology/pdf/OPN_Article.pdf 
 
２．お知らせ 
 
１）展示会への当社製品の出品 
第 23回 マイクロマシン/MEMS展において協力会社のご好意により、当社製品を出展させて頂きます。 
同展示会に出向かれた際は、是非とも当社製品を出展しておりますブースにお立ち寄りください。 
 
展示会： 第 23回 マイクロマシン/MEMS展 
日時：  2012年 7月 11日（水）～13日（金）午前 10:00～午後 5:00まで 
場所：  東京ビックサイト  
     テクノハンズ株式会社様ブース(ブース I-20) 
出品：  ＭＥＭＳスキャナ計測システム 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.110 August 2012 「光ＭＥＭＳの環境試験」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□   ALT TECHNICAL News No.110 August 2012      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
 
8月に入り、梅雨明けから続く暑さに体調を崩してしまいそうですね。皆様 
はいかがでしょうか？夜も気温が下がらないので、寝付きが悪く寝不足気味 
な気がします。この暑さで熱中症のために救急搬送される方が増えているよ 
うです。(寝不足は熱中症になりやすいそうです）寝不足気味なのは、暑さ 
ではなく、ロンドンオリンピックのテレビ観戦という方もいるのではないで 
しょうか？開幕してから、日本人選手のメダル獲得の知らせが続々と入って 
くるのはうれしいですね。 
                                                                                  
                                                       （松田） 
     
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
                                                           
   ●INDEX● 
 
１．光 MEMSの環境試験 
２．お知らせ 
１）マイクロマシン/MEMS展のご来場御礼 
  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.光 MEMSの環境試験 
 
光 MEMSスキャナの検査装置において最近、低温から高温までの環境試験の要 
求が増えています。従来より雰囲気を一定とした状態での特性を測定したい 
と要求があり、また温度を変化させたときの特性を知りたいとの要求があり、 
光 MEMSスキャナを収納できる専用のチャンバーを準備し、チャンバーの 1面は 
カバーガラスを装備し、カバーガラスを透過して性能試験が行えるシステムを 
提供しています。光 MEMSが周囲に空気の流れがあると測定ができない為、この 
システムではチラーにより一定温度とした冷媒をチャンバーの壁面に通して壁 
面から徐々に温度を与えて試験ができるシステムとしています。この方式の場 
合は室温から 80℃までの温度制御が限度でした。しかしながら最近は-40℃～ 
100℃までの温度試験を行なわれる要求が増えてきました。これに対応するため、 
ペルチェ素子をカスケードに配置し、放熱はチラーで行なう方式とし、結露対 
策のため、窒素ガスを封入し、カバーガラスにも窒素ガスを吹き付け、同仕様 
を満足するシステムを実用化しました。この様に光 MEMSスキャナの検査装置に 
おいて、応用機器の環境を考慮した試験装置の要求が増えており、各社の光 ME 
MSスキャナ応用製品の市場リリースが楽しみになってきました。 
 
                                                              (植村） 
 
ペルチェ効果とは 
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9A%E3%83%AB%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%A8%E5%8A%B9%E6%9E%9C 
 
チラーとは 
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%83%A9%E3%83%BC 
 
２．お知らせ 
 
１）マイクロマシン/MEMS展のご来場御礼 
 
マイクロマシン/MEMS展において協力会社のご好意により、当社 MEMSスキャナ 
計測システムを出展させて頂きました。本展示会では、当ブースに多くの来 
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場を戴きありがとうございました。光ＭＥＭＳスキャナが採用されたパイオ 
ニアのカーナビが販売開始されたこともあり光ＭＥＭＳに対する関心が高く、 
スキャナ計測システム、MEMSスキャナデバイス、ピコプロジェクタエンジン等 
について多くのお問い合わせを頂きました。 
今後とも積極的にご提案させていただきますのでご愛顧の程お願い致します。 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.111 September 2012 「アバランシェフォトダイオード」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□   ALT TECHNICAL News No.111 September 2012      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
 
まだ残暑が厳しい今日この頃、皆様如何お過ごしでしょうか？ 
関東地方は天候は晴れが多いものの、雲行きが落ち着かずゲリラ豪雨も多い 
ようですね。 
私自身もお盆にゲリラ豪雨に当たり大変寒い思いたしました。 
 
今月よりまた、私 竹川が本コーナーの担当となりました。宜しくお願い致 
します。 
                         （竹川） 
 
    
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
                                                           
   ●INDEX● 
 
１．アバランシェフォトダイオード 
２．お知らせ 
１）創業２０周年のお知らせ 
  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
１．アバランシェフォトダイオード 
 
アバランシェフォトダイオード APD（avalanche photodiode）は、アバラン 
シェ増倍と呼ばれる方法によって受光感度を上昇させた高感度のフォトダイ 
オードです。微弱な光をとらえやすいので LRF（光学式測距計）や、長距離 
通信等の用途で応用されています。 
高圧電源にてバイアス電圧を調整することにより、増倍率を調整することが 
できます。 
弊社でもここ数年、LRFの開発に携わっていますが、パルスレーザを発光源 
として受光有効面積が同等のフォトダイオードと比較した実験では、増倍率 
10倍程度でも測距可能な距離は 3倍近くとれる結果が得られました。更に離 
れた距離を測距するには増倍率を 100倍近くまで上げることができるのです 
が、外乱光ノイズも一緒に上昇しますので電気的なノイズ対策や光学フルタ 
等の工夫が必要になってきます。 
受光面積は応答度や受光視野と関係し、高速応答では小さい面積が必要と 
なってきますがアライメントが難しくなったり、投光ビームと受光視野が 
合わなくなるなど光学系とのマッチングが必要です。 
 
リンク 
http://www.first-sensor.com/en/products/components/detectors/avalanche-photodiodes-apd 
 
http://jp.hamamatsu.com/products/sensor-ssd/pd078/index_ja.html 
 
http://www.matsusada.co.jp/optsensor/main.html 
 
http://www.kyosemi.co.jp/communication/ingaas_avalanche_photodiode/kpdea005_56f 
 
２．お知らせ 
 
１）創業２０周年のお知らせ 
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弊社は８月１日をもちまして創業２０年を迎えることができました。 
これもお引き立ていただいた顧客の皆様や協力会社様のご協力のおかげと 
深く感謝申し上げる次第です。 
国内外とも不透明な状況が続きそうですがレーザスキャンの技術は今後も 
色々な形で応用されていきますので、益々技術を磨いて皆様のご要求に答 
えていただきますのでご愛顧の程お願い致します。 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.112 October 2012 「シーテック２０１２速報」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□   ALT TECHNICAL News No.112 October 2012      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
 
少し肌寒い日があったかと思えば、また夏日。 
気温差が激しい日が多い今日この頃ですが、皆様体調にお変わりないでしょ 
うか。 
 
気候の変動は地球規模の色々な要因で変わるようですが、最近黒潮の蛇行と 
東京での積雪の関係の研究が発表されました。太平洋沿岸を北上する黒潮が 
大蛇行するときには低気圧のコースが沖合いにずれ東京で雪が降りやすくな 
るようです。確率は高いようですが今年はどうなるか・・・ 
                       （竹川） 
    
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
                                                           
   ●INDEX● 
 
１．シーテック２０１２速報 
２．お知らせ 
１）シーテック２０１２展示 
  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
１．シーテック２０１２速報 
 
シーテック２０１２が本日から幕張メッセで開催されました。 
事前のニュースにも取り上げられたように日産自動車ではスマホでの自動 
駐車など、車関係のＩＴ化が多く展示されています。 
光ＭＥＭＳ関連ではミツミ電機やパナソニックが２次元ＭＥＭＳによる 
ディスプレイを展示していましたし、浜松ホトニクスが１次元４種、２次元 
１種のデバイスの展示を行っていました。２０１３年１月からＥＳ供給可能 
とのことで力が入っているようです。 
パイオニアのブースではサイバーナビが人気あり実車とデモシステムには 
長い列が出来ていました。 
丸文ブースではマイクロビジョンが２５ルーメン、ダイレクトグリーン、 
７２０Ｐの開発用エンジンを展示しています。 
 
技術は着々と進歩しているなという印象でした。  
                                                   (高野） 
 
シーテック２０１２サイト 
 http://www.ceatec.com/2012/ja/index.html 
浜松フォトニクスＭＥＭＳ 
 http://response.jp/article/2012/09/28/182159.html 
 http://release.nikkei.co.jp/detail.cfm?relID=320348&lindID=1 
 http://www.kurumaerabi.com/news/info/65353/ 
 
２．お知らせ 
 
１）シーテック２０１２展示 
 
丸文㈱の御好意でシーテック 丸文ブース(小間番号８Ｆ８０）に３次元 
センサを展示しております。 
会場にお出かけの際にはお寄り下さい。 
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☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.113 November 2012 「反射防止ナノ構造体」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□   ALT TECHNICAL News No.113 November 2012      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
 
過ごしやすい気候もつかの間、11月に入り朝晩は特に冷え込みだしました。 
皆様風邪などひいていませんでしょうか？ 
 
iPhone5や Windows 8の発売と、新しい情報機器等が出て便利になる一方、 
ウィルスによる冤罪事件や、ネットバンキングを狙ったウィルスなど、 
怖い問題も増えてきたように感じます。 
便利に使うだけではなく、少しでも仕組みなどを理解し、安全に楽しく 
使いたいものです。 
                            （竹川） 
    
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
                                                           
   ●INDEX● 
 
１．反射防止ナノ構造体 
２．お知らせ 
１）レーザドライブ基板 
  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
１．反射防止ナノ構造体 
 
 従来、光学素子の表面には反射を抑えるため光の波長程度の薄膜を形成し 
光の干渉効果を利用した AR コートを施していましたが、近年では基板表面を 
ナノサイズの微細な凹凸構造にする事で得られる高性能な反射抑制技術が 
開発されています。 
 光は波長より細かいナノ構造とすることで構造体を認識できずサイズに 
応じた媒質と認識します。通常、光の反射は屈折率の急激な変化によって 
起こりますが、円錐状のナノ構造とすることで光の進行方向に対して屈折率 
を連続的に変化させることができ、ほとんどの光を透過させることが可能 
となります。また、薄膜による AR コートに比べて波長依存、入射角依存も 
少ないためさまざまな光学デバイスへの応用が進んでいます。量産技術も 
確立されつつあり今後更なる高性能、低価格化が期待されます。 
                       （河村） 
 
三菱レイヨン モスマイト 
http://www.mrc.co.jp/rd/research/result.html 
キヤノン ＳＷＣ 
http://www.canon.us/technology/canon_tech/explanation/swc.html 
ニコン ナノクリスタル 
http://www.nikon-image.com/enjoy/interview/works/2008/0801/ 
 
２．お知らせ 
 
１)レーザドライブ基板 
 
半導体レーザは内部のＬＤとＰＤの接続がＡ－ＣＯＭ，Ｃ－ＣＯＭ，Ｇ－ 
ＣＯＭあり、またＡＰＣ，ＡＣＣ制御、高周波重畳、レーザイネーブル、 
レーザ変調、レーザ出力制御などの入力の他、レーザ電流モニタなどの 
出力も必要な場合があり 当社もかなりの種類の組込用ドライブ基板を 
作成してきました。 
これらの機能をある程度包括できる新ドライバ基板の開発を行っており 
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ますので、ご興味のある方はお問い合わせ下さい。 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.114 December 2012 「神の目」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□   ALT TECHNICAL News No.114 December 2012      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
 
今年も残り１ヶ月となりました。 
気持よく年越しを迎える為、やり残し等ないようにしたいものですね。 
 
先日、室蘭登別方面で暴風雪により停電が起きてしまい大変寒い思いをした 
と思います。 
関東地方でも緊急時には他社から電力融通をして頂くなどの対応をしている 
ようですが、気温の急な低下や、予期せぬトラブルなど万一に備え、防寒具 
を見直し、節電に協力することも必要かも知れません。 
                     （竹川） 
    
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
                                                           
   ●INDEX● 
 
１．神の目 
２．お知らせ 
 １) 光ＭＥＭＳスキャナ計測ハンドブック 改訂版 
 ２）年末、年始営業日 
  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
１．神の目 
 
もう終了してしまったのですが、ＮＨＫで、「頭がしびれるテレビ」という 
番組がありました。そこで、ＧＰＳの原理について、分かりやすく説明して 
いました。 
人工衛星から地球表面まで垂線を引きます。さらに、人工衛星からは、時間 
データが記録された電波を発信します。電波の速度は光速と同じなので、受 
信した時の時間と発振された時の時間差を求めて、光速を掛けると距離が分 
かります。人工衛星の高度は、２万ｍなので、人口衛星からの垂線位置から 
受信位置までの距離は、ピタゴラスの定理（a2+b2=c2）から求められます。 
さらに、人工衛星からの垂線位置を中心として、計算された受信位置までの 
距離を半径とする円周上に受信位置はあります。 
人工衛星が２個あれば、上記の円が２点で交差します。どちらかの交点が受 
信位置なのか分からないので、３個目の人工衛星が必要になります。こうす 
ると、３個の円の交点は、１個になり受信位置が分かります。 
ここまでは、なんとなくイメージが湧くのですが、これだけでは不十分なの 
です。 
人工衛星の時間は原子時計（１０万年に１秒程度）と高精度なのですが、受 
信装置の時計は、小型にしたい為に、高精度の時計を持てない為に、衛星と 
受信位置の距離に誤差がでます。そこで、人工衛星をもう１個追加します。 
４個の内、３個を使って受信位置を求め、今度は、３個の内、１個違う衛星 
にして、受信位置を求めます。これを繰り返して、受信機の時計精度を無視 
できるようにしています。 
ところが、これでも１１ｋｍ程度の誤差がでるそうです。 
なぜならば、相対性理論によると、時間は移動速度が速くなると遅く進み、 
重力が少ないと早く進むからです。人工衛星は、２万ｍの高度を高速で移動 
していますので、微妙に時間が遅く進むように設定されています。光の速度 
は約３０万ｋｍ／秒なので、１μ秒ずれても、３００ｍもずれますから、こ 
れがないと、使い物にならないそうです。 
身近な技術においても光を捉える時間計測が可能な時代となりました。 
弊社でも、ポリゴンスキャナの回転ムラをチェックする為に、２５ｐ秒分解 
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能の時間計測を行っております。 
                          （井上） 
 
ＴＩＡユニット 
http://www.alt.co.jp/pdf/alt-9C15.pdf 
ＴＩＡボード 
http://www.alt.co.jp/pdf/ALT-9441.pdf 
 
２．お知らせ 
 
１)光ＭＥＭＳスキャナ計測ハンドブック 改訂版 
２０１２年度版ができました。ご希望の方はメール等でご連絡下さい。 
 
２）年末、年始営業日 
年末は２７日まで、年始は７日より営業いたします。 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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